
特集　とまこまいブランド　ホッキ貝

新鮮な苫小牧産のホッキ貝をぜひ食べて！

「苫小牧産のホッキ貝は、仲買人さんからも�やっぱり美味しい�と
の上々の評価をもらっています」と大きな身が際立つ苫小牧産ホッキ
貝の評判を話す澤口さんは、「貝を剥いたときに水分が滴り、身がプ
リッとした新鮮なものをぜひ味わってほしい」と地元の獲れたての海
の幸を食べて欲しいと願う。「もちろん新鮮だからこそ、フライなど
の料理にしても当然美味しくなります。捨てるところもほとんどなく、
この時期はホッキの子が入っていて、煮付けなどにして食べても美味
しいですよ」と漁師ならではの食べ方を教えてくれた。

苫小牧漁業協同組合

ホッキ副部会長　 澤口 　 義浩 さん
さわぐち よしひろ
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い
貝
は
獲
ら
な
い
な
ど
、
乱
獲
防
止
を
徹

底
。
資
源
調
査
に
基
づ
き
、
そ
の
日
の
漁

獲
量
を
決
め
て
操
業
し
て
い
る
。

　

過
去
に
は
、
資
源
維
持
が
難
し
く
な
る

ほ
ど
漁
獲
量
が
減
っ
た
が
、
幼
貝
を
遠
く

は
道
東
を
は
じ
め
道
内
各
地
か
ら
移
殖
す

る
な
ど
資
源
維
持
に
努
め
た
。
「
い
つ
ま

で
も
、
安
心
・
安
全
な
も
の
」
を
安
定
し

て
供
給
で
き
る
よ
う
に
資
源
保
全
の
徹
底

を
図
っ
て
い
る
。

　

昨
年
の　

月
に
漁
業
、
港
湾
、
観
光
、

１０

ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
関
係
団
体
が
連
携
を

図
り
、
ホ
ッ
キ
貝
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

消
費
量
拡
大
や
生
産
者
と
消
費
者
と
の
交

流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
苫
小
牧

漁
港
ホ
ッ
キ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。

新
鮮
な
ホ
ッ
キ
貝
を
は
じ
め
と
し
た
魚
介

類
の
販
売
や
、
ホ
ッ
キ
料
理
な
ど
の
海
鮮

料
理
を
出
す
出
店
が
立
ち
並
び
、
会
場
は

一
万
二
千
人
以
上
の
人
出
で
大
賑
わ
い
。

朝
早
く
か
ら
、
水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の

丸
々
と
太
っ
た
ホ
ッ
キ
貝
を
目
当
て
に
お

客
さ
ん
が
行
列
を
作
っ
て
い
た
。

　

苫
小
牧
独
自
の
漁
獲
基
準
の
も
と
に
出

荷
さ
れ
る
苫
小
牧
産
ホ
ッ
キ
貝
は
ボ
リ
ュ

ー
ム
満
点
で
歯
ご
た
え
が
あ
り
、
濃
厚
な

旨
み
と
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
味
わ
い
が
魅
力
。

ホ
ッ
キ
貝
は
、
ま
さ
に
「
と
ま
こ
ま
い
の

食
」
の
ブ
ラ
ン
ド
だ
。

　

港
ま
ち
で
あ
る
苫
小
牧
に
住
む
私
た
ち

だ
か
ら
こ
そ
、
獲
れ
た
て
の
新
鮮
な
ホ
ッ

キ
貝
を
食
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
貝
を
剥

い
た
と
き
に
滴
る
水
が
新
鮮
さ
を
物
語
り
、

そ
の
贅
沢
な
味
わ
い
を
堪
能
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
も
、
わ
た
し
た
ち
の
特
権
、
苫

小
牧
の
大
き
な
魅
力
と
い
え
る
。

ブ
ラ
ン
ド
を
守
り
続
け
て
い
る
の
は
、

受
け
継
が
れ
て
き
た

「
郷
土
の
食
を
守
る
」と
い
う
プ
ラ
イ
ド

昨年１０月に開催された、苫小牧漁港ホッキま
つりの様子。早朝からホッキ貝を目当てに買
い物客が行列をつくる。新鮮な海産物の販売
やホッキ料理を提供する出店が並び、大雨に
も関わらず漁港は大変な賑わいを見せていた。

日の出とともに出港し漁が行われる。取材当
日は、氷点下１５�と厳しい寒さだが漁師は
「タウリンを豊富に含んでいるホッキを食べ
てるから、ここの漁師はみんな元気なんだ
よっ！」と、寒さを吹き飛ばすように元気な
声で話してくれた。

水揚げされたばかりのホッキ貝。苫小牧漁業
協同組合では通常の基準（７．５�以上）を上回
る９�以上の大きく良質な貝だけを出荷する。

ホッキ漁に使われる噴流式桁網漁具。船上か
らホースで海水を送り、砂の中にいる貝を掘
り返して獲る。
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苫小牧漁業協同組合

ホッキ部会長　 高島 　 貴仁 さん
たかしま たかひと

「いただきます」の心を子どもたちに

胆振地方漁業士会の会長も努める高島さん。ホッキ貝をよく知ってもら
いたい、食べて欲しいと願う。消費拡大には「食育」も重要と感じてお
り、「美味しさ、魅力はもちろんだがホッキ貝はどんな生き物で、どう
やって獲っているかなど子どもに興味をもってもらいたい」と考えてい
る。また「子どもには�いただきますの心�を大切にして欲しいと思い
ます。私たち漁師に対して言ってもらいたいのではないのです。ホッキ
も生き物です。生き物を食べて生活することの意味を考えてくれるよう
になれば」と願う。貴重な生き物を相手にする職業であればこその思い。

「
日
本
一
」
を
誇
る
苫
小
牧
産 

ブ
ラ
ン
ド
ホ
ッ
キ
貝
。

徹
底
し
た
資
源
管
理
が
今
日
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な
が
っ
た
。

そ
の
魅
力
は
、
際
立
つ
大
き
さ

と
濃
厚
な
味
わ
い
。

　
　

　

市
の
貝
で
あ
る
ホ
ッ
キ
貝
は
、
冷
た
い

海
水
を
好
む
大
型
の
二
枚
貝
で
、
日
本
で

は
関
東
以
北
か
ら
北
海
道
周
辺
に
生
息
す

る
。
苫
小
牧
で
の
水
揚
げ
量
は
全
国
の
約

　

％
を
占
め
て
お
り
、
現
在　

年
連
続
で

１０

１１

日
本
一
に
輝
き
、
苫
小
牧
の
漁
業
の
基
盤

と
な
っ
て
い
る
。

　

正
式
名
称
は
、　

年
以
上
と
も
い
わ
れ

３０

る
長
寿
の
貝
で
あ
る
こ
と
か
ら
ウ
バ
ガ
イ

（
姥
貝
）
と
言
う
。
タ
ウ
リ
ン
や
カ
リ
ウ

ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
鉄
と
い
っ
た
体
調

を
整
え
る
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
を
多
く
含
む
た

め
に
、
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下

げ
る
働
き
が
あ
り
、
高
血
圧
な
ど
の
生
活

習
慣
病
予
防
に
役
立
つ
ほ
か
、
肝
機
能
の

保
護
、
脂
肪
の
分
解
、
疲
労
回
復
な
ど
に

効
果
を
発
揮
す
る
、
非
常
に
栄
養
価
の
高

い
食
材
だ
。
ま
た
美
肌
効
果
も
あ
る
と
い

わ
れ
、
女
性
に
も
是
非
オ
ス
ス
メ
し
た
い
。

　

ホ
ッ
キ
貝
の
漁
は
、
砂
に
潜
っ
て
い
る

貝
を
船
上
か
ら
高
圧
水
流
で
掘
り
起
こ
す

「
噴
流
式
桁
網
漁
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

早
く
か
ら
こ
の
漁
法
を
取
り
入
れ
た
こ
と

が
、
現
在
の
漁
獲
量
に
結
び
つ
い
た
。
ま

た
一
方
で
、
５
〜
６
月
の
産
卵
期
を
禁
漁

期
間
に
し
、
漁
獲
基
準
の
大
き
さ
を
自
主

的
に
９�
以
上
と
定
め
、
基
準
に
満
た
な
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ととままここままいいブブラランンドド

祝

苫苫小小牧牧のの豊豊かかなな漁漁場場がが生生むむ「「ととままここままいいのの食食ののブブラランンドド」」

～～際際立立つつ大大ききささ 濃濃厚厚なな味味わわいい～～


